
平成 31 年 4 月 SSH 活動記録 

 

学校設定科目「SSH 探究Ⅲ」オリエンテーション（2019.4.9.火） 

 

 

写真１：武道場でのオリエンテーションの様子 

 

学校設定科目「SS理数探究Ⅰ」オリエンテーション（2019.4.11.木） 

 

 
写真２：視聴覚室でのオリエンテーションの様子 

 理数科３年生の皆さんに「SSH 探究Ⅲ」の授業の進め方や

評価の方法等についての説明が武道場にて行われました。 

 SSH 探究Ⅲでは、「SSH 探究Ⅱ」における研究成果を科学

論文としてまとめ、研究活動の総括を行うことで、探究心、

表現力を育てるとともに科学的な見方や考え方を養う。ま

た科学的内容を英語によって表現する力の育成も行うこと

を目的としています。 

 科学的表現とは誰が読んでも筆者の伝えたいことが全く

同じように伝わるように伝える表現のことをいいます。そ

のために、SSH 探究Ⅲでは、科学用語や科学的な言い回し、

図や表、計算式など様々な表現を学び、論文を執筆します。

また、全員が英語で要旨を書くので、英語における科学的

表現についても学んでいきます。 

誰が読んでも読みやすく面白い論文を目指して、頑張っ

ていきましょう。 

 理数科１年生の皆さんに「SS 理数探究Ⅰ」の授業の進め

方や評価の方法等についての説明が視聴覚室にて行われま

した。SS 理数探究Ⅰでは、物理・化学・生物・地学・数学・

情報の 6 分野で探究活動を体験的に学習することで、探究

活動に求められる基礎的能力を育成することを目指してい

ます。各分野の内容は、探究活動における「テーマの設定」

「データの収集」「データの解析・考察」「発表」「議論」と

いった様々な場面の一部を、各分野を題材に体験していき

ます。例えば、生物は「テーマの設定」に焦点を絞り、実

際に生物を観察しながら、どうやってテーマを考えるのか、

考え方やアイディア出しの手法といったテーマ設定にまつ

わるフレームワークを行います。すべての分野を学ぶこと

で、探究の基礎力が養われていきます。考えることを楽し

みながら、1年間頑張っていきましょう！ 



学校設定科目「国際探究Ⅰ」オリエンテーション（2019.4.16.火） 

 

 
写真３：体育館でのオリエンテーションの様子 

 

学校設定科目「SS理数探究Ⅱ」オリエンテーション（2019.4.17.水） 

 

 

写真４：武道場とラボ室でのオリエンテーションの様子 

 国際英語科１年生の皆さんに「国際探究Ⅰ」の授業の進

め方や評価の方法等についての説明が体育館にて行われま

した。 

 国際探究Ⅰは今年度から始まった、国際英語科の生徒に

よる探究活動です。国際探究Ⅰは、探究活動を通して論理

的思考力と表現力を育成することを目標に設定された授業

です。昨年度中に SDGs や沖縄 21 世紀ビジョンを提示し、

生徒にどのような分野・キーワードに興味があるかアンケ

ート調査を行い、自分の取り組む分野を決めました。この

オリエンテーションでは、SSH 研究開発部の瀬底先生から国

際探究Ⅰに関する全体の流れなどについて説明を行っても

らった後、各分野担当の先生方のもとで今後の動きの確認

や、どのようにテーマを検討していくか相談してもらいま

した。1つの答えがないような分野に足を踏み入れるのは勇

気が必要ですが、この経験はきっと人生の役にたつことで

しょう。 

 理数科２年生の皆さんに「SS 理数探究Ⅱ」の授業の進め

方や評価の方法等についての説明が武道場にて行われまし

た。SS 理数探究Ⅱでは、物理・化学・生物・地学・数学の

５分野に分かれ、分野内でグループを組んで探究活動を行

っていきます。 

 オリエンテーションでは、SS 理数探究Ⅱの目標を確認し

たり、なぜ探究活動をするのか考えてもらいながら、探究

活動の意義について理解してもらいました。 

 オリエンテーション終了後は、各分野に分かれて早速研

究テーマについての話し合いが行われました。5月には、運

営指導員である琉球大学の先生方を招いて、テーマ検討会

を行われます。それまでにどんなテーマをどのような研究

計画で遂行していくのか、充分練ってよりより研究ができ

るよう頑張って取り組んでいきましょう。 



科学講演会・琉大ハカセ塾・琉大カガク院説明会（2019.4.17.水） 

 

 

写真５：講演会と説明会の様子 

 

 中学１～３年生全員にむけて武道場で、琉球大学グロー

バル教育支援機構特命助教の城間 吉貴先生意をお呼びし

て、科学講演会とジュニアドクター（琉大ハカセ塾）の説

明会を行いました。科学講演会では「地球はシームレス ラ

ドンがつなぐ―大地・水・空気－」と題して、地球科学と

はどのような学問なのか、地球科学が人間生活にどのよう

な関係があるのかラドンって何？ラドンから分かる地球の

不思議など、様々な視点で地球について講演してください

ました。 

 高校２～３年に向けては、ラボ室で琉球大学教育学部准

教授の福本晃造先生をお呼びして、琉大カガク院の説明会

を行いました。琉大カガク院は本校が推奨しているプログ

ラムで、昨年度も本校生徒が参加し、科学的思考力・判断

力・表現力を向上させ、校内での SSH 活動でもリーダーシ

ップを発揮して活躍しています。今年度も多くの生徒が受

講することを期待しています。 


